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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
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絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「赤灯台」

［表紙画について］

　唐子浜の「からこ（唐子）は、藤堂高虎
が今治城築城の為、唐子山にある国府城
を壊して山頂に松を植えたところ、瀬戸
物の絵でよく見かける唐風の子供の頭に
似ていたところに由来している。
　唐子浜の沖には、赤灯台が設置されて
おり、唐子浜のシンボルとなっている。
　元は来島海峡の西水道入口にあった瀬
灯標（赤灯台）で1902年（明治35年）４月
に日本で５番目の灯台として建設された。

wikipediaより。
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水彩画サイズ／Ｆ６ 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
あ い じま
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編集後記

　公益社団法人として、異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して頂く
ようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の次号の原稿締切日
　　　令和6年　11月号（161号）　令和6年9月26日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
写真は１ページ当たり３枚程度まで題名を付けて添付してください。
また宜しければ投稿者の写真（免許写真程度の顔写真）を添付してください。
会員の皆様のご参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　７月10日、富士山の静岡側３ルートが開山を迎え、私はこの開山初日、富士宮ルートから富士山登頂に挑みま
した。この日の富士山は、多くのニュースでも取り上げられましたが、午後から風速10ｍ～40ｍと風雨が強ま
り、荒れ模様の天気となり、10日だけで３名の方が遭難し亡くなりました。日本一標高の高い山だけあって、木々
もなく隠れる場所もない、天候が荒れたときの厳しさは他の山の比ではありません。
　風雨や寒さによる低体温症のほか、高山病、突然死のリスクが高いことも富士登山の特徴ですので、私は山小
屋に避難しながら山頂を目指しました。山小屋のスタッフからは「台風より荒れてるから、無理はしないように」
と言われ、当初の予定を大きく変更し、予約していた山小屋を変更するなどして、徐々に標高を上げていき、山
小屋で２泊し、３日目に富士山山頂まで到達できました。
　本当に大変でした。命の危険も感じました。この時ほど、唯一風雨を凌げる山小屋の存在を有難く思ったこと
はありません。
　そこで私が宿泊した山小屋建築の特徴や凄さを書きたいと思います。まず、最大風速40ｍもあったのに室内は
凄く静かなことに驚きでした。外壁の３方は軒まで大きな石積で囲われており、屋根も吹上に対応し、大きな木
材で押さえられ、多くの石が載せられていました。これで、あの強風が凌げられるのかと思うと驚愕でした。
　また、建物内部は、狭小で建物面積に限りがあるため、とても清潔で綺麗に整えられていました。建坪面積か
ら宿泊人数を計算してみて、50人ぐらいだと思ったのですが、なんと130人とのこと、驚きでした。寝床のス
ペースに無駄がなく凄く考えられており、お一人様約１畳強、パーティションで区切られた空間となっておりま
した。また、換気設備が素晴らしく、換気をよくすることで、高山病の発症予防にも繋がるため、窓を開ける換
気だけでなく、悪天候時にも効率的に換気の出来る強力な換気機器を導入していました。
　最後に感動したのがバイオマス・トイレです。通常のトイレとは違い、自己完結・循環型のシステムが採用さ
れており、無臭、無排水、無汚泥、無薬品の４つの「無」と、省エネルギー、省メンテナンスの２つの「省」と
のことでした。その他にも、お食事も美味しく宴会もでき快適でした。
　今回の富士登山は、悪天候の大自然の驚異から、普段感じたことのない人を守るための人の英知を感じることが
でき、良い経験をしました。皆さんも富士山じゃなくて良いので、大自然を感じる旅をされてみたらどうでしょうか。

あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづち」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛　FAX　089－948－0061読者の声欄
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会長就任挨拶

愛媛県建築士会　会長　尾藤　淳一

　日頃は、公益社団法
人愛媛県建築士会の活
動にご協力いただいて
いることに深く感謝申
し上げます。この度、
６月17日の通常総会
において役員改選があ
り、私は前期に引き続
き会長を務めることに
なりました。その他の

役員は、支部長交代や青年・女性委員長の交代など
がありましたので、理事・監事の顔ぶれに入れ替わ
りがありました（詳細は、総会資料をご確認くださ
い）。これから新体制で運営をしてまいりますので、
引き続きご協力をお願い致します。

　さて、只今この原稿を書いている７月では、一段
と円安が進み、物価上昇の先行きが見えない状況で
すが、輸出企業中心に大手企業の業績は好調で税収
は伸びているようです。一方、人手不足が常態化し、
新卒者のみならず中途採用も難しくなっております。
資金力のない中小・零細企業には若手人材が入職し
ないので、職員・技術者の高齢化が問題になり、事
業存続が危ぶまれる事態となっています。しかし国
政レベルでは、政治資金規正法があいまいな形でお
茶を濁して終結してしまい、今や９月の自民党総裁
選・立憲民主党代表選に関心が向いており、その後
アメリカ合衆国の大統領選があるので、日本の国内
情勢の改善に向けた動きには腰が入りそうもありま
せん。
　ただ１月の能登半島地震や４月には愛媛でも大き
な地震がありました。今後来ると言われている南海
トラフ大地震が来る前にしなくてはならないことは
山積みです。愛媛県建築士会においては、災害対策
委員会の設置について議論を進めなくてはなりませ
んし、応急危険度判定士の災害時招集方法について
詰めていかなくてはなりません。またブロック単位
で連携が必要なことですが、文化財被災建物の保護
修復についても、体制を確立することが必要です。
いろいろな事態が想定される中で、全てに対応した
ものが最初からできるとは思っていないので、先ず
は始めてみてその都度修正しながら、最善の方法を
探っていきたいと考えています。

［Ishizuchi2024.9］ ❶

　さらに、愛媛県建築士会の組織強化も喫緊の課題
です。会員の年齢分布を見てみると極端に若年層が
少なくなっています。この要因の一つには、資格試
験の合格者が減っていることがありますが、合格率
はあまり変わらない。つまりそれは、受験者が減っ
ていることを意味します。少子化・人口減少が進む
中、これをあげていくのは至難の業です。解決策と
しては、合格者のみならず未入会の資格者に入会し
て頂くより他手段がありません。会員皆さまの人脈
を通じて勧誘をすることは引き続きお願いしたいの
ですが、抜本的に改善するためには建築士会に入会
するメリットを大きくするしかありません。
　学術的・技術的な学ぶ場を求める人は、現在でも
多くの人たちが入会して頂いていると思います。建
築士会に足りないところは、仕事に直結することや
社会的認知度を上げることではないかと思います。
県工事の入札加点対象にＣＰＤ単位を加えて頂いた
ので、施工会社社員の方の入会が増えました。しか
し建築士会では、専攻建築士・既存建物状況調査技
術者・ヘリテージマネージャーなど講習会を開き、
学ぶ場を設けていますが、これを実務に生かす場や
評価して頂く場が少ないのが現状です。連合会やブ
ロックでもこれらの課題について、議論してまいり
ましたが、障壁が高くなかなか打開できていません
が、諦めずに続けていきたいと思っています。
　このところ中古住宅の取引に状況調査を行わない
理由の提出が必要になるとか、歴史的建物調査が受
注できたとか少しずつですが、良い方向に動いてい
るように思えます。この流れが途切れないよう頑張
りたいと考えています。
　話は変わりますが、６月に開かれた中国四国ブロッ
ク大会青年・女性の集いの地域実践活動報告会で、一
昨年に続き、愛媛県が最優秀賞を頂いたそうです。
これはひとえに青年委員会・女性員会が、日頃熱心
に活動して頂いている成果だと思います。心から祝
福を申し上げるとともに来る10月の全国大会鹿児
島大会でも優秀な成績を収めることが出来るよう皆
さんで盛り上げていきたいと思います。
　最後になりますが、皆様お一人おひとりの力で愛
媛県建築士会が発展できるようお願いを申し上げ、
私の挨拶にしたいと思います。宜しくお願い申し上
げます。

23

CONTENTS

Ehimeken　kenchikushikai
9
No.160SEPTEMBER

1
2
3
4
5

6
7
8

2024

会長　尾藤　淳一

道上壯／ＶｕＡ

デジタル時代にアナログ必要？　　　　　　　　　松山支部　尾﨑　光高

ダ・ヴィンチが見たミラノとヴェネチア（前編）　　　　　西予支部　松山　　清

晴天のもと！建築士会・建築士事務所協会合同親睦ゴルフコンペ開催
総務・企画委員会　委員長　井上　竜治

愛媛の登録有形文化財　第10回　氷見住吉屋（森家住宅主屋　他４件）
文化財・まちづくり委員会　副委員長　曽我部　準

ＣＬＴを利用したドーム・ハウス見学会　　教育・事業委員会　委員　水口喜久美
青年・女性建築士の集い　中四国ブロック広島大会　　　　松山支部　近藤　岳志
令和６年度青年会員総会、及び女性会員総会報告
青年会員総会　報告　　　　　　　　　　　　青年委員会　副委員長　遠藤　彰騎
女性会員総会　報告　　　　　　　　　　　　　女性委員会　委員長　永井　由起
第33回全国女性建築士連絡協議会（東京）
　未来へつなぐ「まち・ひと・建築」～インクルーシブな社会を目指して～

女性委員会　委員長　永井　由起
新たな気づきの２日間　　　　　　　　　　　　　　　　　西予支部　下元　美恵
初めて参加して　　　　　　　　　　　　　　　　　　四国中央支部　加地　彩子
全建女にｚｏｏｍで参加　　　　　　　　　　　　　　　　　松山支部　大塚美由紀

「建築士の日の行事」報告　　　　　　　　　　　　西予支部　支部長　山内　真一

建築で繋ぐ道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西予支部　水野　正一

令和６年度　通常総会及び第３回理事会概要報告　　　　　　　　　　　　事務局

東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「赤灯台」

［表紙画について］

　唐子浜の「からこ（唐子）は、藤堂高虎
が今治城築城の為、唐子山にある国府城
を壊して山頂に松を植えたところ、瀬戸
物の絵でよく見かける唐風の子供の頭に
似ていたところに由来している。
　唐子浜の沖には、赤灯台が設置されて
おり、唐子浜のシンボルとなっている。
　元は来島海峡の西水道入口にあった瀬
灯標（赤灯台）で1902年（明治35年）４月
に日本で５番目の灯台として建設された。

wikipediaより。

1974
1980
1990
1991

1993
1996
1998
2002

2003
2010
2015

2017

水彩画サイズ／Ｆ６ 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
あ い じま

※尚、表紙及び本誌記事の無断転載を禁じます。

……①

……②

……④

……⑥

……⑩

……⑫
……⑭
……⑮

……⑯
……⑯

……⑰
……⑱
……⑱
……⑱

……⑲

……⑳

……㉑

編集後記

　公益社団法人として、異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して頂く
ようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の次号の原稿締切日
　　　令和6年　11月号（161号）　令和6年9月26日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
写真は１ページ当たり３枚程度まで題名を付けて添付してください。
また宜しければ投稿者の写真（免許写真程度の顔写真）を添付してください。
会員の皆様のご参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　７月10日、富士山の静岡側３ルートが開山を迎え、私はこの開山初日、富士宮ルートから富士山登頂に挑みま
した。この日の富士山は、多くのニュースでも取り上げられましたが、午後から風速10ｍ～40ｍと風雨が強ま
り、荒れ模様の天気となり、10日だけで３名の方が遭難し亡くなりました。日本一標高の高い山だけあって、木々
もなく隠れる場所もない、天候が荒れたときの厳しさは他の山の比ではありません。
　風雨や寒さによる低体温症のほか、高山病、突然死のリスクが高いことも富士登山の特徴ですので、私は山小
屋に避難しながら山頂を目指しました。山小屋のスタッフからは「台風より荒れてるから、無理はしないように」
と言われ、当初の予定を大きく変更し、予約していた山小屋を変更するなどして、徐々に標高を上げていき、山
小屋で２泊し、３日目に富士山山頂まで到達できました。
　本当に大変でした。命の危険も感じました。この時ほど、唯一風雨を凌げる山小屋の存在を有難く思ったこと
はありません。
　そこで私が宿泊した山小屋建築の特徴や凄さを書きたいと思います。まず、最大風速40ｍもあったのに室内は
凄く静かなことに驚きでした。外壁の３方は軒まで大きな石積で囲われており、屋根も吹上に対応し、大きな木
材で押さえられ、多くの石が載せられていました。これで、あの強風が凌げられるのかと思うと驚愕でした。
　また、建物内部は、狭小で建物面積に限りがあるため、とても清潔で綺麗に整えられていました。建坪面積か
ら宿泊人数を計算してみて、50人ぐらいだと思ったのですが、なんと130人とのこと、驚きでした。寝床のス
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れており、無臭、無排水、無汚泥、無薬品の４つの「無」と、省エネルギー、省メンテナンスの２つの「省」と
のことでした。その他にも、お食事も美味しく宴会もでき快適でした。
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あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづち」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛　FAX　089－948－0061読者の声欄
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　田園の伸びやかさ。共通する平行線。周辺環境のあ
り方を反復することと、全体と部分が、どこにいても
繋がって感じられること。これらの２つが、この建築
の大きな原則となっている。

　北側が接道した逆Ｌ字型の敷地形状。クライアント
の要望は、実家と墓地に挟まれた、狭くて日当たりの
良くない幅５ｍ奥行き30ｍの部分が住宅エリア。西
側に田んぼを臨む、広くて日当たりの良い幅22ｍ奥
行き12ｍの部分が庭エリア。車の通り抜けと、敷地
形状と、クライアントの要望とを一気に解決する手段
として、この伸びやかな曲線の外壁が生まれてきた。

　敷地形状に影響を受けた、ロングブーツのような不整
形な建物の外形。その中に切り分けられた内部スペー
ス。ほとんどの部屋が、台形の平面となる。それでも、
並行な壁が必ず２面存在することによって、スペース
全体との繋がりと、方位とを、感じられるようになって
いる。そして、スペースが線形に繋がることによって、直
線で26ｍという奥行きの内部空間が生まれてきた。

　何か新しい田園の風景と、何か新しいインテリアの風
景が、描けたのではないかと思っている。そして、きっ
とそこで、新
しい住まい方
と、新しい家
族のあり方が、
生まれてくる
ことを願って
いる。

❷ ❸

田園の伸びやかさ 共通する平行線 周辺環境のあ 　この住宅を考え始めた時、僕は自由を感じていた。建
築を考える方法論から、自由であることを感じていた。
何か一つの考え方で、建築をつくり続ける方法がある。
それに対して、その都度、色々なことを考えながら建
築をつくる方法もある。僕は、得意な必殺技で建築を
片付けてしまうことよりも、未知との遭遇により、自
分でも想像もできなかった新しい建築に辿りつくこと
に魅力を感じていた。

　それは、ＨＫ．Ｈｏｕｓｅからずっと考え続けてきた、
建築への向き合い方に対する一つの手応でもあった。
そして、僕がこの住宅の設計者として選ばれたのは、恐
れを知らぬ新しきモノへの探究者だったからでもある。

　僕に依頼が来る前に、クライアントは、工務店やハウ
スメーカーや設計事務所に案を出してもらっていた。
それらは、とても常識的なもので、条件の良いところ
に住宅を計画し、そうでない所に外構を計画するとい
うものだった。後々のクレームを回避するという意味
では、それはとても妥当な判断と言えるだろう。

　僕は「条件の悪い所に工夫して住宅を建てる」「条件
の良いところに大切な畑を残す」クライアントの言葉を
額面通りに受け止めて案を考えた。実家と墓地に挟まれ
た５ｍの隙間に、僕は住宅を挿入させた。びっくりする
ほど明るくて広々としたところを、畑として開放した。

　「子供部屋も寝室もベッドさえ置ければ狭くてよい」
2.6畳の子供部屋や4.9畳の寝室を、僕は何の躊躇も
なく提案した。その代わり、21.3畳の大空間として
ＬＤＫを計画した。そんな大胆さや思い切りの良さも、
ひょっとしたらクライアントの気質に合っていたのか
もしれない。

　田園の伸びやかさをこの建築にも再現したい。小さ
な住宅だからこそ大きな空間をつくりたい。30.9坪
の住宅に26ｍの内部空間を登場させた。竣工後、子供
たち２人が駆けっこをして遊ぶなんて、想像もしてい
なかった。30.9坪の住宅の敷地として、127.8坪の
敷地を使い切れるなんて思ってもみなかった。

　プレゼン案を考えている時も、実施設計を描いてい
る時も、工事中も、竣工後も、毎回この住宅は僕の想
像を超えた姿を見せてくれた。それまでの住宅は、ど
こかちょっと真面目で、面白味のない優等生だったよ
うな気がする。ところがこの建築は、リミッターを外
した逆輸入車のように、レッドゾーンまでエンジンが
回り、フラットスポットができるくらいにガツンとブ
レーキが効き、右に左に軽やかに旋回できるハンドリ
ングだった。そう、自由自在に建築というサーキット
を疾走できるワークスマシンのようだったのだ。

　思い出してみると、この住宅は竣工間際に少しだけ
進路変更を余儀なくされた部分がある。東日本大震災
の影響で、決めておいた仕上材や設備機器が手に入ら
なくなり、手に入るものだけで竣工を目指さなければ
ならなくなったことだ。ベストなものが選べないもど
かしさと、いや、ひょっとしたらオーバー・ザ・ベス
トを見つけられるのではという、不安と期待が入り混
じったフィニッシュを迎えた住宅でもある。

TI.House LDK

　結果として、当初考えていた住宅と遜色のない仕上
がりで竣工を迎え、今年で13年が経つ。いつか将来、
クライアント家族が昔を振り返った時に、この住宅で
の楽しい生活の想い出が語られることを願っている。
竣工後の僕にできることは、ほとんどない。賽は投げ
られて、どんな目が出るかは、クライアントの振り方
次第、住宅の転がり具合なのだ。

　住宅設計を通じて、僕は様々なことを学び、色々な
成長を遂げてきた。残念ながら、それらの痕跡は図面
と写真と僕の頭の中にしかない。今にして思えば、もっ
と建築に関わる記録を残しておけば良かったと思って
いる。興味のある方は是非こちらをご覧頂きたい。こ
の突拍子もないコラムの理解が、少しは進むかもしれ
ない。

TI.House Corridor

Instagram：versunearc

TI.House West

　ＳＩ．Ｈｏｕｓｅの竣工から５ヶ月後、一枚の竣工写真から
繋がって実現した建築はＴＩ．Ｈｏｕｓｅ「東温の家」だ。
その当時／2009．08－2011.05／
僕はこんなことを考えていた。

TI.House FacadeTI.House FacadeTI.House Facade
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松山支部　尾﨑　光高

建築パースの役割とは？
　何故パースが必要か、設計に於いての自分のイメージ、
コンセプトを施主に解り易く伝える為？　施主との認識違
いによる減価を防ぐ為（言った言わないを防ぐ為）？　等、
様々な理由がありますが、一番は、いくら最高のプラン
が出来たとしても施主が理解出来ているか、価値観にズ
レは無いか確認していかないと契約に至りません。如何
に素晴らしい案でも理解して気に入って頂かないと、単
に絵に描いた餅で終わってしまいます。この建物を建て
たい、見てみたいと思って頂くように持っていかないと
業務に結び付けませんし、生活出来なくなります。よっ
て、今後もパースの活用は不可欠だと思います。
　現代はＣＧの発達により、静止画、動画ともかなりリ
アルな表現が可能ですが、ソフト代、入力期間、人件費
がどれだけ掛かるかによって、メリット、デメリットが
あるかと思います。その点手書きパースは短時間で描け
ますし、比較的安価というメリットがあります。建物の

▲鳥瞰図（某橋梁計画案） 不透明水彩（ドローンで撮影したイメージ ）▲３点透視図（内子座）写真（見上げたイメージ）

▲２点透視図（和風住宅）ロットリングペン▲１点透視図（ファンズ・ワース邸） 不透明水彩

▲F・L・ライトの代表作　落水荘（松工時代に制作したものを４０数年ぶりに手直し）２点透視図（不透明水彩）目線は滝から見上げたイメージ

デジタル時代にアナログ必要？デジタル時代にアナログ必要？

ボリューム、バランス、空間の把握は模型で良いかと思
いますが、建物の性格・表情、雰囲気、重厚感、高級感
等は経験上パースによらないと施主に伝えにくいかと感
じます。建物も生きていると捉えていますので、施主の
五感に響くようにアピールしていくのが大事かと考えて
おります。

建築パース製作に必要なものとは？ 
　パースを描く為に必要な素養としては、デッサン力・
構成力・発想力（想像力）・色彩感覚・美的感覚・バラン
ス感覚（立体の把握）・感受性等を養うのが良いかと思い
ます。経験上、美術鑑賞・音楽鑑賞・現存建物の見学な
どにより会得出来るかと思います。ある時から、美術館
で見た西洋絵画の色使いが頭に焼き付いたのか、複雑な
色が出せるようになりました。例えば、外壁色を調合す
るのに５～６色を使う場合があります。当初は一色作る
のに３０分位かかったこともありました。手描きの場合
は素材の色を出すのに苦労しますが、慣れで出来るよう

になります。パースの場合は各素材感を忠実に再現する
ことが大事です。ＣＧ作成の場合にも色合いを調整する
時に役立つと思います。全てに於いて完璧でなくても基
本は知っておくべきです。これらは時間を掛けて行けば、
会得出来ます。苦手意識を持たずに、進んでいくことが
大事です。自分のアイデアを最初に表現する手段として
大いに役立ってきます。世界的な建築家も始まりは、閃
きを簡単なスケッチから発展させて素晴らしい作品を創
出しています。
　感受性については生まれ持って強い方と弱い方がおら
れると思いますが、建築を創造するのにも非常に大事な
要素です。ＴＶなどで有名な建築家の特集を見ていると、
何を感じ、何を訴求したいのかが良く理解出来ます。パー
ス製作に於いては、その何を訴求したいのかを把握して
依頼された建築家、設計士の目的を盛り込み契約に繋げ
る為の補助的な要素を担っています。感受性は歳と共に
鈍くなるのではなくて、老いる程、鋭くしていく努力も
必要かと私自身も感じて、暇があれば美術館に行き何百
年も前の絵画に感動し、クラシック、ポピュラーに限ら
ず色んな音楽に出会い感動することにより、トータル的
な感性を磨く努力をしております。時代に取り残されな
いように、常に感性を磨く必要があると考えます。それと
一番肝心なのは、ある程度、建物の構造（木造、２×４、Ｓ
造、ＲＣ造）、納まりも理解しておかないと正確なパース
を表現する事が出来ません。又、設計図を読む力も必要
です。計画図、設計図を基に描くわけですから、どんな

形になるか掴めないといけません。

パースの積極的な活用の勧め
　なるべく多くの設計士・インテリアコーディネーター・
ＣＧオペレーター・現場関係者・営業職の方にも手描き
パースを実践して頂ければと願っております。素人であ
る施主と打ち合わせする時に、口で10回説明するより
その場でスケッチを描いて見せる方が確実に理解しても
らえます。「百聞は一見に如かず」です。その方がカッ
コイイですね、この人に任せようとなるかと。インテリ
アコーディネーターの方も室内の配色・家具・照明・カー
テンなどの総合プロデュースに大いに役立ちます。営業
の方も商談の折、さらさらとスケッチが描ければ、好感
度、期待感が増すと思います。現場に於いても、設計図
が分かりにくい場合、職人さんに納まり等指示するのに
スケッチを描いて説明すると理解度が増すと思います。
造り直しを防げます。
　設計士のみならず、それぞれの方が苦労して考えた案
を気に入って頂き、社会貢献に繋がる優れた作品を提供
していく為にも必要不可欠かと思います。契約率ＵＰに
も繋がります。大変大まかな内容ではありましたが、次
回からは初心者にも分かり易いように各技法（参考とし
て４種類の例を添付致しました）などのご紹介をして参
ります。
　尚、建築士会ＨＰよりカラー版の閲覧が出来ますので、
是非ご覧下さい宜しくお願い致します。

　気が付けばもうすぐ69才を迎える歳になってしまいました。これからも出来るだけ長く設計の仕事を頑
張っていきたいと思っていますが、先の事は分かりません。今まで全く建築士会の行事等に携わっていない
中、少し前から自分が会得した建築パースについてのノウハウを次世代に繋げて行けたらと強く考えるよう
になりました。これからの皆さんの創作活動に少しでもお役に立てれば幸いです。
　私が建築パース（以下、パース）を始めたきっかけは、松山工業高校建築科の実習助手時代に当時の先生
方の間でパースの講習を受けてみようとのことで、当時、松山市役所建築指導課に勤めておられた杉野氏を
お迎えして指導して頂いたのが始まりでした。その後、設計事務所時代から本格的にパース制作を請け負っ
ていた時期に研鑽を重ね、現在に至っております。
　今回はなぜパース制作が必要なのか、どういった効果があるのか等、理解して頂いた方が取り組み易いか
と思いまして要点をまとめてみました。
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　旅に出る理由は色々あるが、基本的には「そこへ行
くことだ」と思うようになってきた。それ以上の言い
訳はいらない。“最後の晩餐”は子供の頃からよく目に
していたし、Windowsの壁紙でも長らく使っていた。
サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会修道院の食堂
にあるその壁画をこの目で見るのは長年の夢であり、
その教会が建っている街並みやダ・ヴィンチが見た景
色と同じ景色を見て、同じ空間に立ってみたかった。
　ミラノまでは貯めてきたＡＮＡマイルで無料航空券
をゲット、空港利用税と燃油サーチャージは必要だが、
交通費は気にせずに済む。イタリアの物価は他の欧米
諸国よりは少し安くて助かった。

❼

1“最後の晩餐”に会いに行く

ダ・ヴィンチが見たミラノとダ・ヴィンチが見たミラノと
ヴェネチア（前編）ヴェネチア（前編）

ダ・ヴィンチが見たミラノと
ヴェネチア（前編）

▲ダ・ヴィンチもコンペ参画の“ドゥオーモ”

　2024年１月29日、ＡＮＡホテルで開かれた建築
士会理事会終了後、松山空港から羽田へ向かった。そ
の夜はじゃらんポイントで空港内の羽田エクセル東急
に宿泊、翌日の出発はとても楽だった。就寝前にはミ
ラノとヴェネチアをどう巡るか検討、地理的なイメー
ジトレーニングで準備をした。
　１月30日、朝は午前６時半に起床しシャワーを浴
び、Wifiルーターを受け取って、ミラノ・マルペンサ
空港までの搭乗手続きをする。新しい第２ターミナル
国際線から搭乗するのは今回が２回目。搭乗手続きで
はスーツケースをセルフで機械カウンターに預けるの
が一般化しつつあり、自分はそれに十分に慣れていな
い。ANA Diamond Memberは優先手続きがあるの
で、旧方式の手渡しのままで済むが、今後は機械を使

2フランクフルト経由でミラノへ

3サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会

　１月31日、念願の「最後の晩餐」を見に行く。こ
れを鑑賞するためにミラノまでやってきたのだ。日本
語ツアーがこの時期はないので英語ガイドツアーに申
し込んだ。そうしないと入場チケットが取れなかった
からでもあった。最後の晩餐の後はミラノ観光ウォー
キングツアーがついているため、主だった所の案内も
聞けることを期待していた。だから、集合時間の９時
半には絶対に遅れるわけにはいかない。朝食は午前７
時からホテルで摂った。コンチネンタルでクロワッサ
ンなど簡単に済ます。連泊なのに荷物を片づけるのに
いつものことだが手間取る。夕べ遅く着き、寝るのも
午前１時を回っていたので、荷物も広げっ放しだった。
そのため出発が午前８時過ぎとなる。翌日ヴェネチア
へ午前８時15分発の電車でいくため、ミラノ中央駅
でホームと列車を確認しておきたかった。駅のホーム
に着いた時は、明日乗車予定のヴェネチア行きが丁度
出発する時刻だった。
　イタリアの場合、改札方式が欧州形式から日本の形
式に近くなってきたそうだ。性善説か性悪説かの違い
のようなもので、日本の場合は切符をもっていない者
は列車に乗ってはいけない、という前提である。欧州
では列車に乗っている者はみんな切符を持っている、
ことになっているので、改札口も無く乗り降り自由自
在。本当にそうなのだろうか、とも思ってしまうが、
そこが自分の心の寂しさなのかもしれない。しかしミ
ラノ中央駅では切符が無いと改札があるためホームに
は行けなくなっていたのだ。
　列車を確認した後、わかりにくいとも言われるミラ
ノ地下鉄の自動券売機に挑戦。これはパリでも悩まさ
れたので、少しは経験値がある。何度も切符を買うの
が面倒なので１日券を購入。行き先を確認してミラノ
の中心、ドゥオーモ方面へと向かう。地下鉄の行き先
表示の路線図はいつも心して見るのだが、最近世界共
通の表示方式の基本があるということに気づき慣れて
きた。それが事実とすればどこの国に行っても地下鉄
は恐れる必要が無い。スリなど犯罪も多いので、それ
に対しての緊張感はあるが、あまりにも恐れすぎても
いけない。
　ドゥオーモ駅で地下鉄を乗り換えて別の路線でサン
タマリア・デッレ・グラツィエ教会方面へ行く。２駅
目で降りて地上に出ると、何が何だかさっぱりどこに
いるのか不明。冷静になって時計付属の方位磁石で確
認して現在位置を地図上で特定した。
　道路は縦横ばかりでなく斜めにも走っていてわかり
づらい。こっちに違いないという方向へ10分程歩い
てみたら、それが間違って無くて教会のバシリカの屋

▲トラム ▲修道院食堂入口

▲羽田Ｔ２国際線ロビー

うのが必須となりそうだ。
　搭乗待合室のラウンジが新しくオープンし、食事が
提供されていた。前回はアルコールとつまみのみのか
なり貧素なスイートラウ
ンジだったが、今回は朝
食に丁度良かった。鮭イ
クラ丼とシャンペンを頂
きながら、スマホでミラ
ノからヴェネチアまでの
列車の予約ができて一安

▲教会の大聖堂・正面入口

▲ミラノ中央駅

▲修道院食堂の“最後の晩餐”鑑賞

心。現地日本語ツアーは休みだったので、ヴェネチアで
は水上バスやゴンドラ・徒歩など頑張って自力で回る
ことを決意。明日までにサンマルコ寺院の入場券も
ネット予約しておかねばならない。
　フランクフルトまではロシア上空を飛べないため東
京湾から太平洋へ出て北へ飛行し、アリューシャン列
島を横切ってベーリング海から北極海をアメリカ大陸
に沿って東へ飛んだ。ロシア上空を迂回する形だが、
14時間半もかかるというのはとても驚き。機内食は
牛フィレステーキで、欧米路線が一番機内食が旨い。
いろいろと注文して美味しくいただき、夕食分まで機
内で食べたようなものだった。
　予定では30日はマルペッサ空港からリムジンバス・
ブルマンに乗ってミラノ中央駅へ行く。公共交通での
移動はいつも不安を感じるが、これは何とかなりそう。
31日はこの旅の目的、“最後の晩餐”鑑賞をしてミラ
ノ大聖堂“ドゥオーモ”へ。２月１日は朝、列車でヴェ
ネチアへ移動。クレモナにも行きたかったが今回はパ
ス。ＡＮＡミラノ直行便が就航するので、その時にク
レモナを訪ねよう。兎に角、ミラノも時間を有効的に観
光する必要がある。見残した場合は最終日に回る時間
も取れるはず。飛行機からは楽しみにしていたオーロ

ラは見えなかったが、ミラノの地下鉄網やガイドブッ
クを確認していると、ミラノのルネッサンス建築はど
んなだろうか、など期待が膨らんできた。フランクフル
ト空港では簡単な入国審査の質問があって、日本のパ
スポートの信用のお陰なのかスムーズにＥＵへ入れた。
　フランクフルト空港では乗継時間が４時間程あり、
定刻出発だったのでミラノマルペッサ空港には予定通
り到着。手荷物をピックアップして４番出口を出た所
のミラノ中央駅行きブルマン乗り場へ向かった。順調
に先発のバスに乗れ、切符をバスの乗車口で売ってい
た係員も少し日本語が話せて、緊張感がほぐれた。所
要時間50分と聞いていたが夜なので少しは早く着く
かもと期待していたのに、それは外れて午後11時過
ぎにミラノ中央駅に到着。そこにはトランクに積み込
んだスーツケースを勝手に取り出してチップをせびる
輩がいるという情報を事前にネットで見かけたが、こ
の日はそんな人影はなかってホッとした。そのかわり
タクシーの客引きが多かった。
　ホテル・ビストロはブルマン降り場と中央駅を挟ん
で反対側広場にあるので、駅ホーム下の構内通路を抜
けると、目の前にホテルを発見、広場を大回りしてたど
り着いたのだが、駅に近いのは遅着きの今回は非常に
安心で助かった。ホテルスタッフも感じが良く、気持ち
よく会話ができた。少しだけ日本語がわかるのが面白い。
　ホテルにチェックインをした際に、朝食は午前７時
からだと言われたが、よく考えると予約の際に朝食を
注文していたことを思い出した。代金はホテルに直接
支払えということで、ここら辺りが予約システムのや
やこしく感じるところだ。損得では無くて、全部の予
約システムが統一してもらいたい。結局、チェックア
ウト時に朝食代を支払ったのだが。
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　旅に出る理由は色々あるが、基本的には「そこへ行
くことだ」と思うようになってきた。それ以上の言い
訳はいらない。“最後の晩餐”は子供の頃からよく目に
していたし、Windowsの壁紙でも長らく使っていた。
サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会修道院の食堂
にあるその壁画をこの目で見るのは長年の夢であり、
その教会が建っている街並みやダ・ヴィンチが見た景
色と同じ景色を見て、同じ空間に立ってみたかった。
　ミラノまでは貯めてきたＡＮＡマイルで無料航空券
をゲット、空港利用税と燃油サーチャージは必要だが、
交通費は気にせずに済む。イタリアの物価は他の欧米
諸国よりは少し安くて助かった。

❼

1“最後の晩餐”に会いに行く

ダ・ヴィンチが見たミラノとダ・ヴィンチが見たミラノと
ヴェネチア（前編）ヴェネチア（前編）

ダ・ヴィンチが見たミラノと
ヴェネチア（前編）

▲ダ・ヴィンチもコンペ参画の“ドゥオーモ”

　2024年１月29日、ＡＮＡホテルで開かれた建築
士会理事会終了後、松山空港から羽田へ向かった。そ
の夜はじゃらんポイントで空港内の羽田エクセル東急
に宿泊、翌日の出発はとても楽だった。就寝前にはミ
ラノとヴェネチアをどう巡るか検討、地理的なイメー
ジトレーニングで準備をした。
　１月30日、朝は午前６時半に起床しシャワーを浴
び、Wifiルーターを受け取って、ミラノ・マルペンサ
空港までの搭乗手続きをする。新しい第２ターミナル
国際線から搭乗するのは今回が２回目。搭乗手続きで
はスーツケースをセルフで機械カウンターに預けるの
が一般化しつつあり、自分はそれに十分に慣れていな
い。ANA Diamond Memberは優先手続きがあるの
で、旧方式の手渡しのままで済むが、今後は機械を使

2フランクフルト経由でミラノへ

3サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会

　１月31日、念願の「最後の晩餐」を見に行く。こ
れを鑑賞するためにミラノまでやってきたのだ。日本
語ツアーがこの時期はないので英語ガイドツアーに申
し込んだ。そうしないと入場チケットが取れなかった
からでもあった。最後の晩餐の後はミラノ観光ウォー
キングツアーがついているため、主だった所の案内も
聞けることを期待していた。だから、集合時間の９時
半には絶対に遅れるわけにはいかない。朝食は午前７
時からホテルで摂った。コンチネンタルでクロワッサ
ンなど簡単に済ます。連泊なのに荷物を片づけるのに
いつものことだが手間取る。夕べ遅く着き、寝るのも
午前１時を回っていたので、荷物も広げっ放しだった。
そのため出発が午前８時過ぎとなる。翌日ヴェネチア
へ午前８時15分発の電車でいくため、ミラノ中央駅
でホームと列車を確認しておきたかった。駅のホーム
に着いた時は、明日乗車予定のヴェネチア行きが丁度
出発する時刻だった。
　イタリアの場合、改札方式が欧州形式から日本の形
式に近くなってきたそうだ。性善説か性悪説かの違い
のようなもので、日本の場合は切符をもっていない者
は列車に乗ってはいけない、という前提である。欧州
では列車に乗っている者はみんな切符を持っている、
ことになっているので、改札口も無く乗り降り自由自
在。本当にそうなのだろうか、とも思ってしまうが、
そこが自分の心の寂しさなのかもしれない。しかしミ
ラノ中央駅では切符が無いと改札があるためホームに
は行けなくなっていたのだ。
　列車を確認した後、わかりにくいとも言われるミラ
ノ地下鉄の自動券売機に挑戦。これはパリでも悩まさ
れたので、少しは経験値がある。何度も切符を買うの
が面倒なので１日券を購入。行き先を確認してミラノ
の中心、ドゥオーモ方面へと向かう。地下鉄の行き先
表示の路線図はいつも心して見るのだが、最近世界共
通の表示方式の基本があるということに気づき慣れて
きた。それが事実とすればどこの国に行っても地下鉄
は恐れる必要が無い。スリなど犯罪も多いので、それ
に対しての緊張感はあるが、あまりにも恐れすぎても
いけない。
　ドゥオーモ駅で地下鉄を乗り換えて別の路線でサン
タマリア・デッレ・グラツィエ教会方面へ行く。２駅
目で降りて地上に出ると、何が何だかさっぱりどこに
いるのか不明。冷静になって時計付属の方位磁石で確
認して現在位置を地図上で特定した。
　道路は縦横ばかりでなく斜めにも走っていてわかり
づらい。こっちに違いないという方向へ10分程歩い
てみたら、それが間違って無くて教会のバシリカの屋

▲トラム ▲修道院食堂入口

▲羽田Ｔ２国際線ロビー

うのが必須となりそうだ。
　搭乗待合室のラウンジが新しくオープンし、食事が
提供されていた。前回はアルコールとつまみのみのか
なり貧素なスイートラウ
ンジだったが、今回は朝
食に丁度良かった。鮭イ
クラ丼とシャンペンを頂
きながら、スマホでミラ
ノからヴェネチアまでの
列車の予約ができて一安

▲教会の大聖堂・正面入口

▲ミラノ中央駅

▲修道院食堂の“最後の晩餐”鑑賞

心。現地日本語ツアーは休みだったので、ヴェネチアで
は水上バスやゴンドラ・徒歩など頑張って自力で回る
ことを決意。明日までにサンマルコ寺院の入場券も
ネット予約しておかねばならない。
　フランクフルトまではロシア上空を飛べないため東
京湾から太平洋へ出て北へ飛行し、アリューシャン列
島を横切ってベーリング海から北極海をアメリカ大陸
に沿って東へ飛んだ。ロシア上空を迂回する形だが、
14時間半もかかるというのはとても驚き。機内食は
牛フィレステーキで、欧米路線が一番機内食が旨い。
いろいろと注文して美味しくいただき、夕食分まで機
内で食べたようなものだった。
　予定では30日はマルペッサ空港からリムジンバス・
ブルマンに乗ってミラノ中央駅へ行く。公共交通での
移動はいつも不安を感じるが、これは何とかなりそう。
31日はこの旅の目的、“最後の晩餐”鑑賞をしてミラ
ノ大聖堂“ドゥオーモ”へ。２月１日は朝、列車でヴェ
ネチアへ移動。クレモナにも行きたかったが今回はパ
ス。ＡＮＡミラノ直行便が就航するので、その時にク
レモナを訪ねよう。兎に角、ミラノも時間を有効的に観
光する必要がある。見残した場合は最終日に回る時間
も取れるはず。飛行機からは楽しみにしていたオーロ

ラは見えなかったが、ミラノの地下鉄網やガイドブッ
クを確認していると、ミラノのルネッサンス建築はど
んなだろうか、など期待が膨らんできた。フランクフル
ト空港では簡単な入国審査の質問があって、日本のパ
スポートの信用のお陰なのかスムーズにＥＵへ入れた。
　フランクフルト空港では乗継時間が４時間程あり、
定刻出発だったのでミラノマルペッサ空港には予定通
り到着。手荷物をピックアップして４番出口を出た所
のミラノ中央駅行きブルマン乗り場へ向かった。順調
に先発のバスに乗れ、切符をバスの乗車口で売ってい
た係員も少し日本語が話せて、緊張感がほぐれた。所
要時間50分と聞いていたが夜なので少しは早く着く
かもと期待していたのに、それは外れて午後11時過
ぎにミラノ中央駅に到着。そこにはトランクに積み込
んだスーツケースを勝手に取り出してチップをせびる
輩がいるという情報を事前にネットで見かけたが、こ
の日はそんな人影はなかってホッとした。そのかわり
タクシーの客引きが多かった。
　ホテル・ビストロはブルマン降り場と中央駅を挟ん
で反対側広場にあるので、駅ホーム下の構内通路を抜
けると、目の前にホテルを発見、広場を大回りしてたど
り着いたのだが、駅に近いのは遅着きの今回は非常に
安心で助かった。ホテルスタッフも感じが良く、気持ち
よく会話ができた。少しだけ日本語がわかるのが面白い。
　ホテルにチェックインをした際に、朝食は午前７時
からだと言われたが、よく考えると予約の際に朝食を
注文していたことを思い出した。代金はホテルに直接
支払えということで、ここら辺りが予約システムのや
やこしく感じるところだ。損得では無くて、全部の予
約システムが統一してもらいたい。結局、チェックア
ウト時に朝食代を支払ったのだが。
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4ミラノ市内ウォーキングツアーとドゥオーモ

5ミラノ雑感

▲ダンテ通り ▲スカラ広場とスカラ座

▲ドゥオーモ礼拝所

▲ドゥオーモ広場

▲ガレリア ▲ブティックが並ぶ内部

▲テラス ▲フライングバットレス

根が見えてきた。写真でも見たことがあるので、ここ
が壁画のある教会だと確信し一回り。反対側に正面入
り口があり、しばらくの間、広場からその周囲と教会
を眺めた。もっと高い塀に囲まれたような所かとイメー
ジしていたが、街の真ん中に大聖堂がドーンとある。
広場は正面のみで70メートル四方くらいの小じんま
りとした空間だ。そこから道路も延びているし、狭い
道をトラムも走っていた。そんな大聖堂の横に修道院
が付属物という雰囲気で建っていた。あの夢にまで見
た“最後の晩餐”は、厳重に守られて手の届かないよ
うな所にあるのではなく、街中の人通りや交通が多い
一角に建つ大聖堂のお隣にひっそりとあった修道院食
堂の壁に描かたのである。今はしっかりと管理され近
づくのは事前エントリーを果たした人が15分のみ許
される仕組みだった。チケットには入場時刻と名前が
印字されていて、パスポートで名前を確認して渡され
た。ガイドからはワイヤレスイアフォンが配られた。

vol.27世界建築紀行 ダ・ヴィンチが見たミラノとヴェネチア（前編）

　たったの15分のために世界中から観光客が集まっ
ているのだった。20名程が修道院の食堂へ一度に入
ることができ、15分で入れ替え。写真もフラッシュ
をたかなければ自由に撮れた。至福のひととき。時間
はあっという間に飛び去って行く。その食堂にはいく
つかの長椅子が置かれているだけの広間の空間で少し
薄暗い。感度の良いカメラでないと上手く“最後の晩
餐”を写せない。念願の場所にやって来たという興奮
と感動、ここに名画が描かれていたという事実、レオ
ナルド・ダ・ビンチはここで何百年も賞賛される作品
を残したなどなど次々に心に思い浮んできて、満足感
と達成感、充実感で胸は高鳴る。世界中の人が一度は
見てみたい、と思う程のテンペラ画が目の前にある。
反対側にはモルトンファノのフレスコ画“キリストの
十字架刑”が対峙して描かれていて、空間に威厳をも
たらせていた。

　ツアーは「最後の晩餐」からスフォルツァ城と旧市
街西部を散策し、ダンテ通りからスカラ座へ向かった。
そこからミラノファッションの聖地ガレリアを抜けドゥ
オーモ前広場でお昼過ぎ解散となった。この周辺はル
ネサンス時代からの建物が並ぶ通りで、ダ・ヴィンチも
ここを歩いたに違いない。ドゥオーモ屋上テラスでドゥ
オーモ広場を見ながら食べられるカフェがある、とい
う誤認識をしていたためそこで食事をと考えた。テラ
スへのエレベーターはドゥオーモの左奥にあり、さら
にチケット売場も左右にあるとガイドブックに書いて
あったので、左サイドの奥後方まで歩いて行ってみた。
ところが今はチケット売場は廃止され、ＥＶの入口係
員がいるのみ。チケットはウェブの公式サイトで購入
する仕組みに変更されていた。カード決済を済ませる
とメールでＱＲコードが送られてくるのだが、これが
めんどくさい。オプションなど不要な情報が沢山表示
されるので、中々決済の画面までいかない。エジンバ
ラ城でも現金では買えなかったが、管理者側はこの仕
組みにより簡素化されていいが、観光客はスマホを使
いこなす人でないと困惑してしまい、何十倍も手間が
かかる。１分で買えるチケットを手に入れるのにスマ
ホでは30分くらいかかってしまった。それも「経験」

　その後一旦外部へ出て大聖堂へ入り、さらに中庭な
どの説明を聞いて市内ウォーキングツアーへと出発し
た。20名以上いた参加者は最後の晩餐が終わると半

と何回もチャレンジして、やり方は理解できないけれ
ど、チケットは購入する事が出来た。私はルーターを
持っていたが、スマホを持っていない人、Wifiが使え
ない環境の人はどうしたらよいのか。
　入口ではセキュリティ検査があって、係員がリュッ
クの中にドローンが入ってないかなど聞いてきたが、
何か形式の検査っぽい。みんな通過させているようで
ＥＶですぐにドゥオーモ屋上へ上れた。そこは単に屋
根の上、というだけで、カフェなどありはしない。テ
ラスというのは屋根の上の広い空間のことだった。大
聖堂の屋根の上なので平たい部分はないが、歩くには
あまり問題ない。狭い所を通ることもあっても渋滞な
ど無くみんな思い思いに屋根の上の景色を楽しんでい
た。屋根は薄い石で葺かれていて勾配屋根も歩行に問
題ない。そして何よりも目立つのが沢山の塔とフライ
ングバットレスの数々。音声ガイドではこのバットレ
スのことを屋根の上の水を流すための仕組みだと解説
していたが、これは大聖堂屋根および上部の壁面が倒
れないための構造的重要な役割があるということを説
明して欲しかった。バットレスがその意匠性も強調さ
れ美しく機能的になったのがフライングバットレスだ。
沢山あるゴシック様式の塔の頂部には像が置かれてい
て、これもミラノの経済力の象徴なのだろう。上りは

　ミラノは３世紀末には西ローマ帝国の首都になり、そ
の後ウィスコン家、スフォルツァ家がミラノ公となっ
てルネサンスを迎えた。ダ・ヴィンチはスフォルツァ
家の招きでフィレンツェから来て約20年ミラノに滞
在し、14世紀から建設が始まった大聖堂ドゥオーモ
も約500年の建築期間の後19世紀に完成した。街の
景観はルネサンスから富裕な自治都市として歩んだそ
の歴史と文化を現代に伝えていて、「ファッションと
芸術」を中心に欧州の真珠の一つとして輝いているよ
うだった。日本はこの時代、戦国時代から鎖国へと突
入し、産業革命や諸外国の発展に背を向けてきたわけ
で、明治維新ではそのギャップが衝撃的だったことだ
ろう。ミラノの街は武家政治との格差の象徴のようで
「建築に歴史は宿る」という証明であった。

【後編　ヴェネチアに続く】

分以上が音声ガイドを返
却していなくなり、市内ツ
アーは10名程だった。
最後の晩餐の入場券を個
人的にエントリーするの
は難しいため、ツアーに
申し込んでそれだけ見る
ことを目的にしていたの
だろう。しかし、ミラノが初めての自分にとってはス
フォルツァ城やスカラ座、ガレリアなどに連れていっ
てもらうのでありがたかった。英語の解説を全て理解
することはできなかったが、何を言っているのかだい
だいは察しが付いて自分なりに理解し、ツアーに参加
した価値があった。

▲中庭と大聖堂ドーム

▲内部のセンター通路▲スフォルツァ城

▲食堂の外壁▲キリストの十字架刑

▲大聖堂礼拝所 ▲バシリカ天井

ＥＶで難なく屋上まで来ることができたが、下りは階
段で足下を気にしながら時間をかけて地上まで下った。
１階まで降りると、そこで教会の入場券がある人と無
い人が区別され、無い人はさっさと外へと出されてい
た。私は戸惑いながらもネットで入場券と音声ガイド
を申し込んでいたので、大聖堂の中で椅子に座って音
声ガイドの全解説をじっくりと聞いた。詳しい説明で
勉強になったが、どれくらい記憶に残ったかは定かで
無い。
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4ミラノ市内ウォーキングツアーとドゥオーモ

5ミラノ雑感

▲ダンテ通り ▲スカラ広場とスカラ座

▲ドゥオーモ礼拝所

▲ドゥオーモ広場

▲ガレリア ▲ブティックが並ぶ内部

▲テラス ▲フライングバットレス

根が見えてきた。写真でも見たことがあるので、ここ
が壁画のある教会だと確信し一回り。反対側に正面入
り口があり、しばらくの間、広場からその周囲と教会
を眺めた。もっと高い塀に囲まれたような所かとイメー
ジしていたが、街の真ん中に大聖堂がドーンとある。
広場は正面のみで70メートル四方くらいの小じんま
りとした空間だ。そこから道路も延びているし、狭い
道をトラムも走っていた。そんな大聖堂の横に修道院
が付属物という雰囲気で建っていた。あの夢にまで見
た“最後の晩餐”は、厳重に守られて手の届かないよ
うな所にあるのではなく、街中の人通りや交通が多い
一角に建つ大聖堂のお隣にひっそりとあった修道院食
堂の壁に描かたのである。今はしっかりと管理され近
づくのは事前エントリーを果たした人が15分のみ許
される仕組みだった。チケットには入場時刻と名前が
印字されていて、パスポートで名前を確認して渡され
た。ガイドからはワイヤレスイアフォンが配られた。

vol.27世界建築紀行 ダ・ヴィンチが見たミラノとヴェネチア（前編）

　たったの15分のために世界中から観光客が集まっ
ているのだった。20名程が修道院の食堂へ一度に入
ることができ、15分で入れ替え。写真もフラッシュ
をたかなければ自由に撮れた。至福のひととき。時間
はあっという間に飛び去って行く。その食堂にはいく
つかの長椅子が置かれているだけの広間の空間で少し
薄暗い。感度の良いカメラでないと上手く“最後の晩
餐”を写せない。念願の場所にやって来たという興奮
と感動、ここに名画が描かれていたという事実、レオ
ナルド・ダ・ビンチはここで何百年も賞賛される作品
を残したなどなど次々に心に思い浮んできて、満足感
と達成感、充実感で胸は高鳴る。世界中の人が一度は
見てみたい、と思う程のテンペラ画が目の前にある。
反対側にはモルトンファノのフレスコ画“キリストの
十字架刑”が対峙して描かれていて、空間に威厳をも
たらせていた。

　ツアーは「最後の晩餐」からスフォルツァ城と旧市
街西部を散策し、ダンテ通りからスカラ座へ向かった。
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う誤認識をしていたためそこで食事をと考えた。テラ
スへのエレベーターはドゥオーモの左奥にあり、さら
にチケット売場も左右にあるとガイドブックに書いて
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とメールでＱＲコードが送られてくるのだが、これが
めんどくさい。オプションなど不要な情報が沢山表示
されるので、中々決済の画面までいかない。エジンバ
ラ城でも現金では買えなかったが、管理者側はこの仕
組みにより簡素化されていいが、観光客はスマホを使
いこなす人でないと困惑してしまい、何十倍も手間が
かかる。１分で買えるチケットを手に入れるのにスマ
ホでは30分くらいかかってしまった。それも「経験」

　その後一旦外部へ出て大聖堂へ入り、さらに中庭な
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と何回もチャレンジして、やり方は理解できないけれ
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　入口ではセキュリティ検査があって、係員がリュッ
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あまり問題ない。狭い所を通ることもあっても渋滞な
ど無くみんな思い思いに屋根の上の景色を楽しんでい
た。屋根は薄い石で葺かれていて勾配屋根も歩行に問
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